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近
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ス
イ
ス
の
地
方
自
治

「―
ト

ニ
ー
＋
ヴ
ァ
ル
デ
ン
州
民
総
会

●
４
４
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
ア
予
受
最
豊
◆
【豊
豊
金
０
０
０
０
至
０
じ
挙
【虚
豊
豊
金
す
０
す
０
ど
０
李
”

州
民
総
会
の
会
場
か
ら
は
、
な
お
雪
を
戴
く

，
ル
プ
ス
の
山
イ
と
よ
う
や
く
緑
燃
え
は
じ
め

た
牧
場
の
な
だ
ら
か
な
斜
面
が
四
方
に
望
ま
れ
，

る
。
四
月
の
終
り
だ
と
い
う
の
に
随
分
肌
寒

い
。

”
三
″
五
々
集
ま
っ
た
二
千
人
ほ
ど
の
州
民
の

ざ
わ
め
営
が
急
に
静
ま
る
。
い
よ
い
よ
州
民
総

ス

０
０
ど
【食
食
や
．
ざ
四
基
基
Ｘ
Ｘ
Ｆ
承
モ

人
の
州
民
は
、
拍
手
で
こ
れ
を
迎
え
る
。

一
円
贈
席
。
角
笛
の
声
が
ア
ル
プ
ス
の
山
々

に
こ
だ
ま
す
る
。
州
民
総
会
の
開
会
で
あ
る
。

司
会
は
、
州
首
相
Ｆ
じ
貯
臣
目
目
ｐ
が
助
め
る
。

繊
事
に
先
立
ち
同
首
相
の
演
縦
が
行
わ
れ
る
。

来
賞
の
連
邦
代
表
、
他
の
州
の
代
表

（毎
年
Ｈ

者
に
一
つ
の
対
の
代
数
を
招
待
す
る
の
だ
そ
う
で
あ

る
）、
日
防
軍
の
代
表
に
対
し
て
散
迎
の
意

を

表
し
、
州
民
に
こ
れ
ら
の
人
々
を
紹
介
す
３
。

つ
づ
い
て
、
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
り
、
同
州

に
か
か
わ
り
の
あ
る
商
情
勢
の
経
過
が
述
べ
ら

れ
３
。
橋
題
は
ヽ
失
業
問
題
、
環
境
問
題

（特

に
森
の
保
薩
）
か
ら
国
民
経
済
全
般
に
及
ぶ
。
典

理
的

「
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
籍
」
で
緒
さ
れ
で
い

ち
セ
い
う
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
聞
き
と
り
に

く
い
。
正
確
な
こ
と
は
、
と
て
も
わ
か
ら
な

い
。
同
行
の
州
職
員
ル
ー
フ
鮫
が
い
ろ
い
ろ
と

説
明
し
て
く
れ
る
。

州
首
相
の
目
頭
演
識
が
終
り
、
教
会
代
表
の

坊
さ
ん
ら
し
吉
人
が
マ
イ
ク
の
前
に
立
っ
て
、

ど
の
州
民
総
会
の
意
義
等
に
つ
い
て
述

べ
た

後
、

「神
が
こ
の
集
会
に
加
護
た
れ
た
ま
わ
ん

こ
と
を
／
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
、

会
場
の
州
民
全
員
か
ら
一
斉
に

「
ア
ー
メ
ン
」

と
い
う
声
が
唱
和
さ
れ
る
。

「神

の
前
に
平

等
、
自
由
」
で

，
あ
る
神
の
子
が
自
ら
の
共
同
体

の
重
要
事
項
を
こ
れ
か
ら
取
り
決
め
る
ん
だ
と

い
・う
厳
粛
な
宗
教
的
雰
囲
気
が
あ
た
リ
ビ
流
れ

た
。
　
　
　
　
，

一　
森

林

三

州

チ
ユ
ー
リ
ン
ヒ
の
南
に

「
四
森
林
州
湖

く
！

命ヨ
と
い
＆
青
ヽ
絆
こ

と
い
う
美
し
い
湖
が
あ

る
。
そ
の
名
は
、
ま
わ
り
を
ル
ツ
と
ル
ン
、
ツ

ー
ジ
、
シ
ュ
ブ
ィ
ー
ツ
、
ウ
ン
タ
ー
ヅ
ア
ル
デ

ィ
の
四
州
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
＝
来

す
る
。
な
か
で
も
、
ル
ツ
エ
ル
ツ
は
、
名
所
ほ

跡
も
多
く
、
ス
イ
ス
の
ド
イ
ツ
簡
圏
の
町
の
中

で
最
も
観
光
客
に
人
気
が
あ
る
町
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
と
の
町
の
発
展
は
、　
〓

一世
紀
木
サ

ン
＝
ゴ
タ
ー
ル
博
が
開
通
し
て
イ
タ
リ
ア
と
ラ

イ
ン
川
沿
岸
地
域
と
の
通
商
路
が
確
立
し
た
時

か
ら
は
じ
ま
つ
た
。
即
ち
、
イ
ク
リ
ア
側
か
ら

峠
を
赳
え
て
来
え
物
資
は
、
四
森
林
州
湖
の
南

で
舟
に
積
亡
れ
、
同
湖
の
北
に
位
置
す
３
ル
ツ

ェ
ル
ツ
で
荷
上
げ
さ
れ
、
ぞ
こ
か
ら
パ
ー
ゼ
ル

方
面
へ
と
向
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
頃
、
こ
の
四
州
の
う
ち
ル
ツ
エ
ル
ン
以

山外
の
三
州

（と
い
っ
て
も
、
当
時
は
谷
間
の
村
落
共

同
体
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
が
）
は
、
同
じ

く
ス
イ
ス
の
北
部
に
興
り
、
勢
力
を
拡
大
し
つ

会
の
は
長
ま
り
で
あ
る
。
先
ず
、
銃
を
担
い
だ

ス
イ
ス
の
兵
隊
が
二
人
入
場
し
て
来
な
。
永
世

中
立
を
国
是
と
す
る
ス
イ
ス
で
は
、
侵
略
に
対

し
て
祖
国
を
守
る
国
防
軍
が
充
実
さ
れ
、
そ
の

社
会
的
地
位
も
高
い
。
国
民
皆
兵
側
が
採
ら
れ

て
い
る
と
と
も
に
兵
役
期
間
外
で
も
、
射
撃
訓

線
、
武
器
の
点
検
等
が
国
民
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
日

は
一
〇
名
前
後
つ

兵
士
が
派
遣
さ

れ
、
州
民
総
会
を

警
護
す
る
。

つ
づ
い
て
中
世

風
つ
紅
自
の
装
束

の
太
刀
持
ち
、
そ

つ
後
の
角
笛
吹
■

を
露
払
い
て
、
州

政
府
の
講
大
臣
、

州
議
会
議
員
、
教

会
代
表
等
が
入
場

し
て
来
る
。
会
場

を
埋
め
た
約
二
千

角笛せ先頭に出々の入ra

白 始 や 確 Ⅲ ■Ⅲ …て25-3)『9,6
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”羅
な′、幕
骸
盛
離
れ

を
守
る
た
め
容
約
阿
盟
を
結
ん
だ
ｏ

ｆ
二
九
一

年
八
月
一
Ｈ
の
ご
セ
で
あ
る
。
こ‐れ
た
ス
イ
ス

迎
邦
の
は
じ
音
り
で
あ
ｉ，
、
今
日
で
す
、
八
月

一
Ｈ
は
、
ス
イ
ス
の
建
国
記
念
日
と
さ
れ
て
い

る
々
ス
ィ
ス
と
い
夕
名

（ド
イ
ッ
摘
で
シ
す
ブ
ア

イ
ン
いと
屯
●こ
の
出
来
と
な
っ
た
上
純
シ
ュ
チ

ィ
ー
ツ

∽
身
豊
ド
に
あ
る
連
邦
歴
史
公
文
書

館

口
，
Ｈ
生
命争
【村
、常
算
オ

で
は
、
今
で
も
こ
の

歴
史
的
な
観
約
器
の
原
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

２つ
。　
」
そ
の
後
ヽ
こ
の
三
州
は
、
封
建
領
主
と
の
職

い
を
通
じ
て
他
の
谷
問
の
共
同
体
や
都
市
と
の

阿
盟
の
格
を
広
げ
、　
一
六
世
紀
初
頭
に
は

一
三

の
州

（カ
ン
ト
ン
）

の
同
盟
に
な
っ
た
。

そ
の

後
、
単

一
国
家
で
あ
る

ヘ
ル
ヴ

ェ
テ
ィ
ア
共
和

国
が

一
時
誕
生
す
る
な
ど
の
曲
折

も

あ

っ
た

が
、
結
局
述
邦
主
義
の
伝
統
依
墜
群
さ
れ
、　
一

八
四
八
年
憲
法
に
よ
っ
て
連
邦
国
家

ス
イ
ス
が

創
設
さ
れ
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
、
州
民
総
会
は
、
こ
の
伝
統
あ
る
森
林
三

州
の

一
つ
で
あ
る
ウ
ン
タ
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
を
構

成
す
る
二
つ
の
半
カ
ン
ト
ン
の

一
つ
、
人
口
約

二
万
人
の
ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
で
行
わ
れ
て
い

る
。
同
州
の
州
都
シ
ュ
タ
ン
ス
の
町
は
ず
れ
で

ヽ
ぁ
る
ド
ス
ィ
ス
の
市
町
村
の
住
民
総
会
は
世
界

「的
に
有
名
で
あ
る
が
、
州
で
今
日
な
お
州
民
総

会
を
開
催
す
る
の
は
、
ニ
ー
ト
ヅ
ァ
ル
デ
ン
ほ

か
四
つ
の
小
カ
ン
ト
ン
に
限
ち
れ
て
い
る
。
州

民
総
会
は
、
毎
年
四
月
末

（又
は
玉
月
初
め
）
の

日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

「州
民
総
会
は
、
単
に

体
大
な
る
伝
統
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

意
搬
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
日
に
お
い
て
も
な
お
、
こ
の
よ
う
な
住
民
と

政
府
と
の
問
の
直
接
の
前
輸
と
い
う
原
初
的
形

式
に
よ
つ
て
民
主
主
義
的
決
定
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
確
信
か
ら
来
て
い
る
」

（「
ニ
ー
ト
ブ
ァ

ル
デ
ン
」
一
九
八
五
年
州
政
府
）
の
で
あ
る
。

ニ
　

ス
イ

ス
の
連
邦
制

ス
イ
ス
連
邦
は
、
現
在
二
六
の
主
舶
を
有
す

ち
州

パ
母
一日

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
正
確
に

は
、
二
三
の
カ
ン
ト
ン
で
あ
り
、
う
ち
三
つ
は

さ
ら
に
半
カ
ン
ト
ン
に
三
分
さ
れ
て
い
る
。
各

州
は
、
政
府
、
撲
会
、
裁
判
所
等
完
全
な
国
家

機
能
を
有
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
い
く
つ
か

の
州
で
は
、
自
ら
を

「共
和
国
及
び
カ
ン
ト
ン

Ｏ
Ｏ
」
と
称
し
て
い
る
。
各
州

は
、　
い
わ
ば

「
行
動
す
る
迎
邦
主
義
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
独

自
性
の
確
保
と
連
邦
に
対
す
る
自
己
の
存
在
の

確
立
に
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
「迎
邦
主
義
」

と
は
、
迎
邦

よ
り
も
州
又

は
市
町
村
で

で
き
る
だ
け

多
く
の
事
対

に
つ
い
て
の

決
定
が
な
さ

れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
な
ｏ
ス
イ

ス
の
特
徴
を
な
す
政
治
的
メ
ル

ク
マ
ー
ル
は
有
名
な
直
接
民
主

制
と
連
邦
国
家
体
制
、
と
の
二

本
の
柱
で
あ
る
。

ス
イ
ス
は
、
今
注
目
さ
れ
て

い
る
。
あ
れ
ほ
ど
の
急
唆
な
山

岳
地
帯
に
位
置
し
な
が
ら
、
世

界
で
も
有
数
の

一
人
当
た
り
回

民
所
得

（
一
九
八
二
年
の
一
人
当

た
り
Ｃ
Ｎ
Ｐ
は
日
本

一
〇
・
〇
八

〇
ド
ル
に
対
し
て
、
ス
イ
ス
一
七
・

〇
一
〇
ド
と

を
享
受
し
、

そ
の
低
い
央
寒
率

全

九
八
三
年
Ｏ
・
九
を

は

、
各
国
の
決
望
の

的
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
要
因
と
し

て
は
、
ス
イ
ス
人
の
肋
勉
性
、
平
利
な
労
使
関

係
、
世
界
的
に
有
名
な
銀
行
、
観
光
、
和
密
エ

業
の
存
在
等
諾
種
の
条
件
が
掲
げ

ら

れ

よ
う

が
、
や
は
り
、
こ
の
強
烈
な
地
方
分
加
体
制
、

住
民
自
治
の
考
え
方
が
、
時
間
が
か
か
る
よ
う

で
も
結
局
は
、
住
民
自
ら
の
生
活
レ
ベ
ル
の
向

上
、
福
祉
の
充
実
と
な

っ
て
契
を
結
ん
で
い
る

も
の
と
評
価
し
え
よ
う
。
経
済
発
展
の
た
め
に

は

「能
率
的
な
」
中
央
典
純
体
制
が
不
可
欠
だ

と
考
え
て
い
る
人
に
は
、
閑
興
的
な
球
栄
で
あ

ヱつ
。連

邦
と
州
と
の
問
の
車
務
分
担
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

い
　
迎
邦
が
事
風
的
立
法
湘
を
有
し
、
こ
れ
を

執
行
す
る
分
呼

　

関
税
制

度
、

貨
幣

側

度
、
邸
慨
瑠
帽
電
話
側
成
、
鉄
逆
、
船
舶
肌

行
等
の
分
野
で
あ
る
。

０
　
州
が
車
風
的
舶
限
を
有
す
る
分
野
　
　
例

え
ば
、
警
察
、
救
貧
制
度
、
社
会
住
宅
姓

設
、
数
会
捌
疫
守
の
分
野
が
こ
れ
に
該
当
す

■
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「　
　
．　
　
　
　
　
　
】「

０
　
立
法
が
迎
邦
に
よ
，
、
そ
の
執
行
が
州
に

よ
り
行
わ
れ
な
分
野
　
　
度
量
衡
制
度
、
逆

路
交
通
、
軍
隊
組
織
、
労
働
政
策
、
社
会
保

険
、
民
法
及
び
刑
法
等
の
分
野
で
あ
な
ｏ

い
　
立
法
純
限
等
を
迎
邦
と
州
で
分
割
し
て
い

る
も
の
　
　
税
、
道
路
建
設
Ａ
狩
狐
漁
業
、

健
康
保
険
、
教
育
等
の
分
野
が
こ
れ
に
該
当

す
る
。

例
え
ば
、
小
学
校
、
中
学
校
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
は
、
州
の
事
項
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
制
度
は
州
ご
と
に
興
な
っ
て
い
る
。　
一
九
七

〇
年
代
に
せ
め
て
学
校
の
始
期
、
業
初
教
育
年

限
、
就
学
年
陥
及
び
銚
本
的
教
村
に
つ
い
て
最

低
限
の
統

一
を
も
た
ら
す
べ
く
、
迎
邦
憲
法
の

改
正
が
提
案
さ
れ
た
が
、
州
の
反
対
に
よ
っ
て

否
決
さ
れ
、
今
日
ま
で
栄
現
に
至

っ
て

い
な

い
。ま

た
、
最
近
に
お
い
て
は
、
迎
邦
主
義
強
化

の
佃
点
か
ら
迎
邦
と
州
の
関
係
を
見
直
そ
う
と

の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
ス
イ
ス

の
市
民
は
、
今
ま
で
迎
坤
の
手
で
行
わ
れ
て
き

た
事
項
を
も
う

一
度
自
ら
の
手
に
取
り
戻
し
白
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カントンと人口

1 9 8 3年i " ' r t
の人口畝

〕. 1 2 8 , 0 0 0
9 1 9 , 3 0 0

298,300
33,700

98,700
26,700
29,300

36.200

77.200
187.600
218.000
201,200
221,200

09.800

48,100

12,900
394.600
171,000
459,100

136,600
271,300
532,600
224,600
136,100
356.000
64,500

伝続的衣装てお加した一州民
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海 タト ジ ポ
ー
ト

立
の
市
町
村
も
し
く
は
州
の
中
で
決
定
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
い
わ
ば
、
再
び

「見
通
せ
る
民
主
主

義
」
に
戻
り
、
自
治
に
向
っ
て
も
う

一
歩
路
み

出
し
、
市
町
村
自
治
並
び
に
州
の
主
純
を
ヽ
そ

し
て
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
迎
邦
主
義
を
強
化
す

ヽ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

複
数
の
書
締
と
多
数
の
文
化
の
共
存
こ
そ
ス
イ

ス
同
期
存
脱
の
前
提
条
件
イ
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
う
に
迎
邦
主
義
は
、
ス
メ
ス
人
の
生
活

に
と
っ
て
他
に
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
の
重
要
性

を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

０
盟
百
巨

リ
ド
”
「
ス
イ
ス
の
政
治
制
度
」ヽ

言
一　
州
民
総
会
の
議
決

州
民
総
会
は
、
い
よ
い
よ
繊
事
に
入
る
。
第

一
の
絞
決
条
件
は
、
選
挙
で
あ
る
。
次
の
よ
う

な
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

い
　
政
府
参
部
会

刃
市
∞
村
置
ユ
堺
母
”
の
拙
成

暴

い
わ
ば
州
内
閣
の
各
大
臣
の
避
挙
で
あ
る
。

四
年
の
任
期
で
あ
る
か
ら
、
四
年
に
一
回
こ
れ

が
あ
る
。
九
人
の
新
大
臣
を

一
人

一
人
提
案
に

基
づ
い
て
迅
出
し
て
げ
く
。
表
決
は
、
出
席
州

民
の
挙
手
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
多
数
か
否
か
の

陥
船
は
、
袖
の
上
に
陣
取
る
州
の
判
定
員
が
厳

粛
に
こ
れ
を
と
り
行
う
。
七
名
が
平
任
、
二
名

が
新
任
さ
れ
た
。
特
に
反
対
な
し
。
ま
た
、
こ

の
九
名
の
う
ち
か
ら
州
首
相
及
び
剛
首
相

（但

し
、
両
者
と
ヽ
一
年
任
期
）
が
選
ば
れ
た
。
こ
こ

で
司
会
は
、
新
首
相
に
か
わ
る
。

０
　
迎
邦
参
議
院
識
員

ス
イ
ス
連
邦
は
、
二
院
制
を
採
用

し
て
い

る
。　
一
つ
は
、
国
民
を
直
接
代
表
す
る
三
〇
〇

名
の
議
員
か
ら
な
る
国
民
競
会

Ｚ
いいＦ
Ｌ
町常

で
あ
，
、他
の
一
，
は
、
州

（ヵ
ン
ト
ン
）
を
代

表
す
る
迎
邦
参
識
院

（全
州
議
会

∽
”げ
”
ｑ
Ｄじ

で
あ
る
沌
迦
邦
参
離
院
の
定
員
は
四
六
カ
ン
ト

ツ
か
ら
各
工
名
、
半
カ
ン
ト
ン
か
ら
一
名
選
出

さ
れ
る
。
ニ
ー
ト
ヅ
ァ
ル
デ
ン
州
も
半
カ
ン
ト

ン
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
州
民
総
会
で
一
名
の
参

議
院
議
員
を
選
出
す
る
の
で
あ
る
。
連
邦
国
家

で
あ
る
ス
イ
ス
で
は
こ
の
参
搬
院
の
地
位
は
強

力
で
あ
る
。
金
て
の
迎
邦
法
仲
及
び

一
般
拘
束

的
迦
邦
決
機
の
成
立
の
た
め
に
は
、
国
民
議
会

及
び
迦
邦
参
競
院
の
両
院
の
賛
成
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

述
邦
参
破
院
綾
員
も
、
特
に
問
題
も
な
く
再

選
さ
れ
た
。
　
　
　
≡

０
　
州
裁
判
所
裁
判
官
　
　
　
　
．

城
判
も
勿
論
州
の
純
能
で
あ
る
。
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
に
あ
る
迎
邦
裁
判
所
は
、
独
立
し
て
い
る
各

カ
ン
ト
ン
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
判
決
の

地
伽
痛
々
巾
イ
陣
搬
卿
位
麒
力，
す
々
政
ハ
＝
ド
蜘

！
　
　
　
　
一
　
　
，
　

　

　

　

　

」
　

　

。

一
　
”
卜
　

　

　

　

「
　
　
　
　
　
一■

「
　
　
イ「
　
十　
　
　
　
・
　
　
一
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

邦
問
の
争
い
を
強
く
も
の
で
あ

，
つ
。四

年
の
任
期
の
切
れ
た
州
上

絃
裁
判
所
の
五
名
の
裁
判
官
の

再
任
及
び
そ
の
中
か
ら
州
上
級

妨
判
所
長
官

往
刑
二
年
）
の

選
出
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、

続
、（中鞘
麟
酬
醐
賄
螂

師駈確陶晦搬兜軸敵ｒ鞭脚
伸

さ
駒
儀
中
法
律
年
ヴ
厳
決
条
件

服

が
上
程
さ
れ
る
。
ニ
ー
ト
ヅ
ァ

入 い

ル
デ
ン
州
憲
法
に
よ
れ
ば
、
州
民
総
会

Ｆ
乱
？

培
日
命Ｊ
毎
●
は
、
法
律
の
形
式
で
、
市
民
の
加

利
及
び
義
務
並
び
に
公
純
力
の
組
織
及
び
手
続

を
定
め
る
規
定
を
制
定
す
る
純
限
を
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
州
税
の
税
率
を
定
め
る
こ
と
、　
一

〇
万
ス
イ
ス
ｚ
ラ
ン

（約
一
千
万
円
）
以
上
の
文

出
等
に
つ
い
て
設
決
す
る
こ
と
も
、
州
民
総
会

の
期
限
と
さ
れ
て
い
る
。
州
議
会
Ｆ
営
“
母
”
は

こ
れ
に
対
し
て
、
州
民
総
会
か
ら
の
授
桁
が
あ

っ
た
場
合
に
お
い
て
の
み
法
律
を
制
定
で
き
る

等
の
権
限
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。

次
の
法
律
案
等
が
審
誠
さ
れ
る
。
提
案
は
州

議
会
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

い
　
損
普
保
険
法
改
正

州
の
公
法
上
の
法
人
で
あ
る

「
ニ
ー
ト
ヴ
ァ

ル
デ
ン
建
物
家
財
保
険
ビ
に
係
る
保
険
対
象
の

拡
大
、
保
険
金
額
の
引
上
げ
及
び
そ
れ
に
伴
う

掛
金
算
定
方
法
の
改
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

政
府
参
事
会
の
一
員
の
説
明
に
基
づ
き
表
決
。

特
段
の
織
論
な
ｔ
。
，
ぃ
！
↓

、
、
．
　

一十
■
■
・

０

，教
育
振
興
法
改
正
一
‐．　
　
、■
一．■

”
　

　

ギ

一
　

一
　

　

‐
一
　

　

十

‐
　

　

　ヽ
　

　

　

　

ヽ

こ
の
法
律
に
基
づ
き
州
滅
会
は
、
公
私
立
の

学
校
と
の
間
で
、

ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
メ
ン
州
の
子

わ
の
教
育
に
つ
い
て
の
契
約
を
紺
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

（例
え
ば

一
九
八
四
／

八
五
学
年
の
め
合
、　
こ
の
契
約
に
ぶ
づ
音

↓
九
の
学

校
で
五
七
九
人
の
生
徒
が
教
育
を
受
け
た
）
。
但
し
、

こ
の
契
約
中
に
は
、
同
州
の
子
弟
の
た
め
に
確

保
さ
れ
る
べ
き
席
の
数
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
た
び
こ

れ
ら
の
学
校
と
い
く
つ
か
の
州
と
の
間
で
こ
れ

に
関
す
る
協
定
が
結
ば
れ
、
全
て
の
州
が
阿
等

の
桁
利
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

ニ
ー
■
ヴ
７

ル
デ
ン
州
だ
け
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で

「
席
の
数
」
の
明
示
規

定
を
削
除
す
る
等
の
改
正
を
行
う

も

の

で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
法
律
に
つ
い
て
も
、
特
段
の
質
疑
も
な

く
採
決
定
れ
た
。
司
会
者
で
あ
る
州
首
相
が

「ど
■
た
か
晩
信
ま
れ

・
る
坊
仕
あ
り
ま
せ
ん

か
Ｌ
と
言
う
，ど
、
会
場
内
に
一瞬
緊
迫
し
た
空

気
が
張
り
つ
め
ヽ
出
席
者
た
す
が
期
待
と
不
安

O〃―ド

□

(25-3)「986

熱心に強強に開をいる州民

州
市
―――

角

＝

■

ｏ 奇ょ性
iキ

囲 柵椰 吊こ囲
マイタ  .          .

(…性州!t立‖)

０６自治実務セミナー
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「賛成のかたい,手をいく多げて下さF/J

の
入
り
ま
し
っ
た
日
で
お
互
い
を
眺

め
ま
わ

え
０
　
睡
犯
罪
法
制
定

現
行
の
州
審
舞

。
刑
法
の
全
面
的
な
再
検
紺

の
納
米
、
例
え
ば
、
連
邦
刑
法
で
既
に
榊
成
要

件
の
定
め
の
あ
る
も
の

（研
栖
総
用
、
出
述
鵬
磁

ぽ
帥棚競隊
卿極
辞
緩
塙
鍛

と
か
，
い
新
拡
犯
罪
法
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

、
り
で
ぁ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
．
ャ・

臨
輸
期
鰈
却黙
糾
卿卯出詳

捕鯨
翻
抽
推

（保韓

再襲

駒騨

３
）
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ

・る
。
核
燃
料
再
妊
理
工
め
の
立
地
を

め
ぐ
っ
て
論
機
が
あ
る
■
う
に
問
い

て
い
た
の
で
何
か
あ
る
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
結
局
こ
れ
も
特
段
の
給
繊

な
く
可
決
さ
れ
た
。

回
　
州
及
び
市
町
村
税
法

こ
の
法
律
案
だ
け
は
、
政
府
参
球

会
の
構
成
角
で
は
な
く
、
州
繊
会
の

機
長
が
提
案
説
明
を
し
た
。
主
な
改

正
点
は
、
共
秩
ぎ
夫
婦
に
対
す
る
波

税
、
所
得
税
に
係
る
物
価
ス
ラ
イ
ド

波
税
側
度
の
創
機
、
職
場
の
老
齢

・

迪
族
、
陣
書
紋
立
金
挫
除
等
で
あ
っ

た
。
約
二
〇
頁
に
わ
た
る
所
得
税
の

税
部
装
を
つ
け
て
捉
条
さ
れ
る
。　
一

人
の
若
い
州
民
が
マ
イ
ク
の
前
に
立

ち
、
誰
が
ど
う
な
る
の
か
も
う
少
し

具
体
的
に
説
明
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
こ
れ
に

対
し
て
一
般
的
な
答
弁
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
特

段
の
混
乱
も
な
く
可
決
さ
れ
た
ゃ

０

土
地
脳
入

州
立
発
罵
所
が
州
議
会
の
水
憾
を
網
て
新
し

い
建
物
を
出
て
る
の
で
旧
姓
物
の
以
地
が
不
要

Ｌ
な
っ
た
。
州
政
府
参
部
会
と
州
繊
会
は
、
こ

れ
を
三
百
方
ス
イ
ス
フ
ラ
ン

（約
二
確
円
）
で

船
入
、
将
来
の
州
立
す
文
村
館
及
び
図
耕
館
の

用
地
と
し
た
い
意
向
で
あ
り
、
州
民
総
会
の
機

決
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
問
題
な
く
可
決
。

０
　
鯉
距
保
険
組
合
に
対
す
る
助
成

慾
鱗
”鞭
一

つ
い
て
松
、
州
民
■
稚
で
も
ヽ
拠
茶
を
す
る
こ
ト

と
が
で
き
る
。。
内
容
ば
ヽ
州
か
ら
岡
州
健
康
保

険
組
合

へ
の
助
成
金
１
１
組
合
貝
一
人
当
た
り

現
行
一
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
を
ェ
ネ
イ
ス
フ
ラ
ン
に

引
き
上
げ
、
家
計
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
す

る
寸
の
で
あ
っ
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
賛
成
い
反
対
の
発
増
が

そ
れ
ぞ
れ
エ
ー
ニ
人
の
人
か
ら
震
対
は
州
政
府

及
び
州
餓
会
強
民
か
ら
）
行
わ
れ
た
が
、
結
局
、

挙
手
の
結
果
、
否
決
さ
れ
た
。
，

正
午
に
始
ま
，
た
州
民
総
会
は
、
こ
の
よ
う

に
し
て
坦
々
と
挫
行
、
午
後
二
時
過
ぎ
に
解
散

と
な
っ
た
の
で
あ
る
”

四
　
ア
マ
ン
マ
ー
ル

州
民
総
会
を
終
え
た
政
府
参
ＩＩＩ
会
員
、
州
醸

会
横
員
等
は
、
総
会
の
は
じ
ま
る
前

と
同
様

に
、
再
度
シ
ュ
タ
ン
ス
町
内
に
あ
る
教
会
に
行

っ
て
お
祈
り
を
す
ま
せ
る
。　
一
般
州
民
は
、
総ヽ

会
会
場
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
出
店
で
ビ
ー
ル

な
ど
を
飲
ん
で
い
る
。
半
分
”
祭
り
気
分
で
あ

Ｚ
つ
。同

行
の
ル
ー
フ
腕
か
ら
午
後
三
時
に

「
ア
マ

ン
マ
ー
ル
＞
ュ
黒
巨
宮
馬
す
ど

が
始
ま
り
、
軒

者
も
州
政
府
か
ら
正
式
に
招
待
さ
れ
て
い
る
と

問
か
さ
れ
る
。
ア
マ
ン
マ
ー
ル
と
い
う
の
は
、

「州
首
相
の
食
事
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、

州
首
相
が
政
府
要
損
、
州
繊
会
競
員
、
来
賓
容

等
を
招
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
い
い
研

と
は
い
え
な
か
っ
た
が
山
納
あ
り
げ
な
町
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
招
待
さ
れ
た
。
コ
ー

ス
の
料
理

で
、
メ
イ
ン
は
、
牛
の
巻
き
肉
料
理

で
あ

っ

掛
る！‐，瑞
一鮪
難
拷

普
鞠
鞠
螺
挙
境
獣

と
言
う
。
お
ポ
ク
ッ
ト
を
示
し
上
げ
ら
、
あ
る
！

法
律
案
に
対
し
て
一
般
州
民
か
ら
反
対
蔽
見
が

出
た
め
合
に
、
そ
れ
に
さ
ら
に
反
対
す
る
流
脱

原
相
を
二
つ
ヽ
用
意
し
て
あ
っ
た
の
だ
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
結
局
反
対
総
兄
は
出
な
か
っ

た
。

「隣
り
の
オ
プ
ヅ
ァ
ル
デ
ン
で
は
、
我
々

キが
州
民
総
会
を
終
っ
た
時
点
で
木
だ

！選
挙
も
終

っ
て
い
な
い
。
こ
ち
ら
は
、
本
当
に
ス
ム
ー
ズ

に
い
っ
て
よ
か
っ
た
。」

洋
の
文
西
を
問
わ
ず
、
政
府
筋
の
考
え
る
ｔ

と
と
そ
の
苦
労
は
同
じ
だ
な
と
若
干
の
共
感
を

覚
え
つ
つ
も
、
や
や
物
足
り
な
い
気
分
で
生
温

ぐ
な
つ
た
フ
イ
ジ
を
飲
み
干
し
た
。

官

木
　
」津
は哺
侮
ガ理
∪

議

会

の
権

限

〔改
訂
版
〕

棺
垣
正
己
著
　
　
地
方
臼
治
新
書
③

卵なめ．方岬筆的］抑岬の伸岬えの述．”的取帥

新
替
判
　
【足
価
七
八
〇
円
（千
二
五
〇
）

農
書
普
及
会

ご
ｉ
４
韻

●
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